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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

平成３０年１月１１日（木） 

 

【報告事項】 

 

１ 警察署協議会会長連絡会議の開催について 

                                    （総務部） 

警察本部から「２月１日、警察署協議会会長連絡会議を開催する。出席者は、公安委

員会、各警察署協議会会長、警察本部長、各部長等としている。会議次第は２部構成と

しており、第１部は、公安委員長挨拶等の後、警察本部からの報告、第２部は、警察署

協議会からの活動報告を予定している。」旨の報告があった。 

公安委員から「活動報告は地区別等で順番に行っているのか。」旨の発言があり、総

務部長から「地区が偏らないように配意した上で、他の協議会の参考になるような活動

内容を報告していただいている。」旨の説明があった。 

 

２ 平成２９年中の治安概況について 

                                    （警務部） 
  警察本部から「三大重点目標の「暴力団の壊滅」について、暴力団構成員の検挙人員

は減少しているものの、建設会社役員に対する殺人事件等で工藤會幹部らを多数検挙す

るなど、組織に打撃を与える取締り等を行っており、暴力団対策は着実に前進している。

次に、「飲酒運転の撲滅」について、飲酒運転による交通事故の発生件数は減少し、飲

酒運転による死亡事故の発生はなかった。しかし、多量飲酒による事故が高水準であり、

このような悪質運転者を交通社会の場から排除する必要がある。次に、「性犯罪の抑止」

について、性犯罪の認知件数は減少し、検挙率は向上している。しかし、全国的に見る

と未だ高水準で推移している。また、重点目標の「ニセ電話詐欺等身近な犯罪の抑止」

について、刑法犯認知件数は減少し、戦後最少を更新しており、検挙率は上昇している。

しかし、ニセ電話詐欺被害が大幅に増加しているほか、事態が急展開するおそれの高い

人身安全関連事案やサイバー犯罪等への的確な対応が求められている。他の重点目標で

ある、「重要凶悪事件の徹底検挙」、「少年非行の抑止と立ち直りの支援」、「交通事

故の抑止」について、全体的に数値的改善が見られた。さらに、昨年は、全国豊かな海

づくり大会福岡大会の開催に伴う警戒警備を完遂し、７月の九州北部豪雨においては発

災当初から被災者の救出・救助に取り組んだ。また、昨年は、重大な非違事案が発生し

たところであり、厳正な規律の保持を図るとともに、現場執行力の強化に繋がる取組を

推進するなど、引き続き、県民の安全・安心の確保に向けて、各種治安課題に組織一丸

となって取り組んでいく。」旨の報告があった。 

公安委員から「性犯罪や少年非行に関する問題として、件数は減少しているが全国的

な比較で未だ改善されているとは思えない。防犯アプリ「みまもっち」の普及率の推移

など、何らかの形で対策の効果が出せれば良いと思う。」「重要凶悪事件の統計は、そ

の大部分を性犯罪が占めている。性犯罪とその他の犯罪を別立てで分析しても良いので

はないか。」旨の発言があり、警察本部から「ご指摘のとおり、重要凶悪事件としてい

る各罪種を一括した統計数字のみを示すと、数の多い強制わいせつがトレンドを決めて

しまうため、情勢がより正確に示せるよう資料の作成方法について、検討したい。」旨

の説明があった。 

公安委員から「課題に対する対策やその結果を数字で具体的に示していければ良いと

思う。」「交通事故防止対策として、交差点の色分けや消えかかっている停止線の補修、

中央分離帯の歩行者横断対策等、効果があると思われるものは更に進めていただきたい

と思う。」旨の発言があった。 

警察本部から「「みまもっち」のダウンロード数については、現在、約５万８千件ま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で伸びており、社会全体の意識の高まりは感じている。反面、性犯罪の被害者層である

１０代、２０代女性のダウンロード率が約１９％に留まっており、今後の課題として、

同世代の意識を高める取組を進めていきたい。」「事故が多発する交差点のカラー舗装

や多車線道路の色分け等は行っている。停止線や横断歩道が消えている部分について

は、警察署には直ぐに上申するよう指導しており、今後も早めの補修を行っていきた

い。」旨の説明があった。 

 

３ 平成２９年年間業務成績優秀警察署表彰について 

                               （警務部） 
警察本部から「警察署における年間の犯罪検挙実績、各種施策等の成果等を総合的に

評価し、成績が上位の警察署に本部長賞を授与するものである。表彰は定員の規模によ

りグループ分けしており、平成２９年総合成績優秀警察署は、小倉北警察署、小倉南警

察署、筑紫野警察署、八女警察署及び豊前警察署に、また、部門別成績優秀警察署は、

小倉北警察署など１８警察署に決定した。」旨の報告があった。 

 

【その他の報告事項】 

 ○ 警察本部から「昨日の福岡県警察年頭視閲では、来場者数は悪天候の影響もあり、

約３，０００人と、前年比で約１，０００人少なかった。視閲では、７年振りに展示

訓練を行い、機動隊による警備訓練を実施した。来年以降も、より良いものとなるよ

うに検討していきたい。」旨の報告があった。 

 

○ 警察本部から「昨年中の治安概況については、報告のとおりであり、運営指針に従

い、運営重点を中心とする各種治安対策を進めていく。その際、性犯罪などについて

ご指摘いただいたとおり、発生状況や対策の効果等について分析を進めながら取り組

んで参りたい。運営重点等については、署長会議でも指示することとしている。」旨

の発言があった。 

 

 


